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編
集
委
員
本
日
は
、
お
忙
し
い
巾

「さ
き

も
り
」
の
取
材
に
お
時
間
を
孤
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
っ
そ
く
で
す
が
、
昨
年
の
東
日
本
大
波

災
か
ら

一
年
を
経
過
し
ま
し
た
が
、

今
川十
っ

と
こ
ろ
を
、
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

震
災
後
の

消
防
団
に
つ
い
て

形
犀
団
長
と
品
川
町
消
防
場
長
の

お
二
人
に
、
熱
い
思
い
を
お
聞
き

し
て
き
ま
し
た
!
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(月
)
深
川
消
防
署
長
室

「
震
災
後
の
消
防
団
に
つ
い
て
」

魚
田
署
長
深
川
消
防
団
長
就
任
お
め
で
と

う
ご
さ
い
ま
す
。

今
、
消
防
問
只
や
住
民
は
、
災
災

や
各
種
災
告
に
対
し
て
の
防
災
立

識
が
出
ま
っ
て
い
ま
す
。
消
防
聞

に
対
す
る
則
符
も
こ
れ
ま
で
以
上

に
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
間
長
と

し
て
は
、
何
を
俊
先
に
取
り
組
ん

で
い
か
れ
ま
す
か
。

消
防
団
に
、
何
が
求
め
ら
れ
て
い

る
事
と
思
い
ま
す
か
。

‘ 

形
屋
団
長

当
時
。
わ
た
く
し
は

ま
だ
刷
団
長
で
し
た
が
、
震
度
5

強
の
発
当
で
団
本
部
日
は
団
本
部

に
参
集
し
、
ま
た
、
各
分
団
貝
は

分
間
本
部
に
参
集
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
団

員
が
、
被
筈
状
況
を
見
て
廻
り
ま

し
た
。
家
屋
の
倒
壊

・
街
路
樹
や

出
先
の
鉢
槌
え
の
倒
れ
帰
宅
住

民
・
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
物
の
処
政

等
に
、
各
分
団
が
本
部
の
指
示
が

蜘
…
く
て
も
迅
速
に
処
理
活
動
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
も
災
害
時
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
自

ら
の
安
全
を
確
保
し
た
上
で
自
主
的
に
活
動

し
て
く
だ
さ
い
。

「
消
防
団
の
地
域
に
対
し
て
の
役
割
や

係
わ
り
」
つ
い
て

形
屋
団
長

各

分

凶

の
川
会
自
治
会
与
と

述
絡
会
を
多
く
取
り
、
総
合
防
災
訓
練
等
で

培
わ
れ
た
防
災
似
旧
を
お
互
い
の
立
場
で
役

州市
を
分
け
る
様
な
打
合
せ
が
必
裂
で
す
。

角

田

署

長

地
反
発
生
後
、

消
防
問
分
副
本

郎
に
集
合
し
、
分
同
長
は
問
只
の
雌
認
、
間

施
設
、
資
総
材
の
状
況
把
握
を
行
う
こ
と
、

次
に
、
筒
戦
地
域
の
状
況
揃
一巡
、
日
報
収
集
、

消
防
団
本
部
へ
の
報
告
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
は
、
町
会
・
自
治
会

長
等
、
災
生
口
協
力
隊
と
辿
奴
し
消
火
、
放
助

に
あ
た
り
ま
す
。

「
震
災
後
と
前
と
で
は
何
が
変
わ
る
か

ま
た
、
変
わ
っ
た
と
思
う
点
」
つ
い
て

形
屋
団
長
品
川
閉
場
長
初
め
、
岩
貝
の
皆
様

の
ご
指
vM
で
、
出
火
山
動
の
附
は
、
必
要
に

応
じ
て
可
搬
ポ
ン
プ
山
動
の
参
集
を
多
く
し

消
火
活
動
に
応
じ
た
い
。

消
防
団
と
し
て
は、

分
団
の
な
識
で
自
主

的
、
目
つ
適
切
な
行
動
を
行
う
。
こ
の
よ
う

な
引
を
、
今
後
多
く
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
変
わ
っ
た
点
は
、
消
防
聞
や
住
民
等

も
、
近
い
将
来
大
地
災
は
起
き
る
と
す
而
へ
)
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(i
而
よ
り
)
確
信
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
か
、
最
近
は
防
災
訓
練
に
参
加
す
る

住
民
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

角
田
署
長
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
が
、

消
防
団
員
の
殉
戦
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

活
動
附
の
安
全
確
保
が
霊
安
で
す
。

自
分
自
身
が
無
事
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
安
全
を
伺
保
し
た
う
え
で
活
動
す
る

こ
と
、
危
険
を
察
知
し
た
な
ら
安
全
な
場
所

へ
退
避
す
る
こ
と
で
す
。

変
わ
っ
た
と
思
う
点
は
、
区
民
の
地
災
に
対

す
る
な
識
で
す
。
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、

桜
合
災
告
の
恐
ろ
し
き
を
知
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
地
浜
、
市
波
、
液
状
化
、
生
活
イ
ン

フ
ラ
が
破
同
情
さ
れ
た
時
の
不
安
は
明
大
し
て

い
ま
す
。
地
元
川
会
、
自
治
会
と

一
体
と
な

た
下
I
B曲
、
い
わ
や
る
也
主
〉

U
L
J
l
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フ

ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
。

地
元
の
危
険
尖
態
を
拠
え
て
、

一
絡
に
考

、
え
る
。

事
前
対
策
、
応
急
対
策
、
避
難
所
開
設
等
、

株
々
な
尖
態
が
あ
る
と
思
う
。

-~ヨJI町三目リi1Ll ì..... ーー~-

「震
災
後
消
防
団
と
し
て
、
新
た
に
訓
練

等
で
、
学
ん
で
行
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
占
山
」
つ
い
て

霊
屋
団
長

ま
ず
は
、
消
防
団
と
消
防
署
の

述
抗
、
そ
し
て
、
行
政
の
手
が
回
ら
な
い
こ

と
が
惣
定
さ
れ
る
為
、
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
初
期
消
火
訓
練
を
、
消
防
聞
が
防
災
リ

ー
ダ
ー
と
な
り
、
町
会

・
自
治
会

・
災
書
協

第 19号

力
隊
と
の
述
挑
訓
練
を
繰
り
返
し
行
う
事
が

非
常
に
大
事
で
す
。

-a -

角
田
署
長
災
災
時
は
火
災
優
先
と
な
り
消

火
活
動
に
従
事
す
る
が
、
小
規
制
問
で
川
会

・

自
治
会
、
災
答
協
力
隊
が
対
応
で
き
る
と
き

は
任
せ
る
。
救
助
救
急
欽
護
対
応
は
現
場
ト

リ
ア

l
ジ

(重
抗
皮
と
緊
急
制
に
よ

っ
て
治

療
の
優
先
肢
を
決
め
る
市
中
)
と
い
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
傷
病
の
判
制
度
を
判
別
し
優
先

肢
を
判
断
し
対
応
す
る
。

ま
た
、
消
防
団
と
消
防
者
は
組
織
的
な
活

動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
分
団

長
は
分
間

μ
の
活
動
状
況
、
的
報
収
集
内
作
、

I'J 111端氏、形原|羽長.棚山編集n (者長ffiにて)

州
泊
料
被
災
状
況
に
つ
い
て
団
本
部
と
辿
絡
を

管
に
す
る
こ
と
で
す
。

今
回
、
山
側
能
の

M
C
A制
…
線
機
が
配
備

さ
れ
る
の
で
効
川
市
的
な
活
動
が
で
き
る
よ
う

訓
練
し
て
ほ
し
い
。

「
分
団
本
部
建
物
」
つ
い
て

形
屋
団
長

深

川
消
防
聞
は
、
十
倒
の
分
間

が
あ
り
ま
す
が
分
凶
本
部
処
物
が
あ
る
の
は

凶
側
の
分
間
で
す
。
早
く
ご
支
給
し
て
臥
き

た
い
で
す
、
装
備
さ
れ
て
い
る
プ
レ
ハ
ブ
格

納
庫
だ
け
で
は
、
支
給
さ
れ
て
い
る
資
機
材

が
収
納
し
き
れ
ま
せ
ん
、
宜
し
く
お
願
い
し

:-
。

」
4
0
J
n

，

魚
田
署
長

各
分
間
の
活
動
拠
点
を
未
終
備

の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
柿
保
し
効
栄
的
な
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
も
必
削
主

で
あ
る
。

(分
団
本
部
の
技
仙
)

編

集

委

員

本

H
は
、
お
忙
し
い
小

「
さ
き

も
り
」

へ
の
取
材
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

キふ
?
レ
れ
~
。

※
編
集
貝
と
し
て
、
品
川
削
消
防
場
長
、
形
屋

凶
U
K
の
お
前
の
中
で

「前
助
川
の
安
全

mm靴、

消
防
間
只
と
し
て
活
動
中
危
険
を
'M
副
知
し
た

ら
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
」
こ
と
、
大
勢

の
消
防
閉
口

・
消
防
都
民
が
犠
牧
と
な

っ
た

東
日
本
大
震
災
、
改
め
て
思
う

・
。

お
話
を
聞
け
た
気
が
し
ま
す
。

(m
l分
川
棚
山
編
集

H
)
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第.
一 深

自/ 分川
団八

5 が ケ
2月3 呼町
日 ぴ防

書/扇軍か災け 会
る 議• J 

深
川
八
ヶ
町
地
区
内
の
防
災
関
係
団
体

(
町
会

・
学
校

・
消
防
団
)
の
相
互
連
携
を

深
め

「地
域
防
災
力
の
向
上
」
を
計
り
ま
す
。

「
3
・
H
東
日
本
大
災
災
」
時
に
地
域
住

民
の
避
蜘
州
場
所
が
ど
こ
か
な
ど
色
々
問
題
山
a

が
浮
か
び
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
震

災
後
の
昨
年
3
月
に
第
二
分
間
が
町
会
に
呼

び
か
け
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

日
月
に
設
立

し
ま
し
た
。
今
回
は
第
3
四
日
の
会
淡
で
、

江
東
区
防
災
認
・
深
川
消
防
抱
一行
防
課
も
参

加
し
て
、
江
東
区
総
合
防
災
訓
練

(扇
橋
小

会
場
)
の
巡
営

・
実
施
に
向
け
て
な
見
討
議

を
行
い
ま
し
た
。

(3)平成24年日月3日

y' ~" ー司令・1

i自 守
防
幸子
~ 

Pに

期
人
事
異
動

四
月

日
付

， ・ :，. .~.，('

m7自警
，、 '̂防防
谷 了:司課

今長
長J!'幸

男

11M旺iJ.!;tを先百する 111日間本部分 ION1~

出
身
は
茨
城
県
で
す
。
住
ま
い
は
干
梨
県

印
西
市
の
干
葉
ニ

ュ
l
タ
ウ
ン
で
、

家
族
は

去
、
子
供

2
人
、
愛
犬

2
匹

(屋
内
)
で
す
。

江
東
地
区
は
、
住
民
の
心
の
つ
な
が
り
が
強

く
、
防
災
等
に
附
す
る
共
助
の
土
撲
が
古
か

ら
で
き
て
い
る
地
域
で
す
。

そ
れ
ら
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

昼
夜
地
域

に
密
若
し
献
身
的
に
活
動
し
て
い
る
消
防
署

の
松
良
の
パ

ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
深
川
消
防
問

に
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
剛山
き
な
が
ら
、
消

防
端
が
そ
こ
に
あ

っ
て
よ
か

っ
た
と
言
っ

て

も
ら
え
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

h
m

ゅ
んw
h

A
W
A
m

経

歴

L品
W
L弘
仰

h
m
ム仙川

ム
W
L品
W

附
利
回出年
叩
月
東
京
消
防
内
入
庁

そ
の
後
、
池
袋
消
防
端
、
江
戸
川
消
防
収、

西
新
井
消
防
署
、
丸
の
内
消
防
省
、
足
立

消
防
署
、
浅
H

早
消
防
署
を
経
て
、

本
年
4
月
、
深
川
消
防
場
に
着
任
。

課
長
柿
佐

消
防
司
今

林

す向

行

私
の
京
京
芥
ら
し
も
半
世
紀
が
経
ち
ま
し

た
、
住
吉
川
の
あ
そ
か
病
院
で
4
4ま
れ
4
成

ま
で
狭
犯
で
育
ち
ま
し
た
が
、

当
時
の
都
屯

や
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
な
ど

「
三
丁
目
の
夕
日
」

は
流
石
に
あ
り
ま
せ
ん
ね
1

4
月
か
ら
消
防
聞
を
割
当
し
、
新
た
な
志
と

全
力
投
球
で
地
域
の
安
心

・
安
全
に
溢
進
す

る
九%
怖
で
す
。

伸明日
同州
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
別
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ゆ
め
ゆ
ゐ
4
4
経

LTE 

L
M
Lum
h
仰
ム
物

ム
W
L仰

附
利
引
年
2
月
東
京
消
防
庁
入
片

そ
の
後
、
本
郷
消
防
端
、
羽
田
消
防
錦
、

山口
山
消
防
折
、
東
京
消
防
庁
消
防
学
校、

目
県
消
防
端
、
山
輪
消
防
折
、
第
八
方

m

本
部
ハ
イ
パ

ー

-
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
を
経
て
、

平
成
四
年
4
月
に
深
川
に
活
任
。

深
川
消
防
団
員
募
集
中
日

女
性

・勤
務
者

・学
生
の
方
大
歓
迎

争
入
国
資
絡

心
身
と
も
に
他
版
で
、

十
八
段
以
上
の
方

消
防
問
の
区
威
内
に
日
刊
、
又
は
鋤
務
の
方

a'問
い
合
わ
せ

深
川
山
川
防
川
本
部

一3
6
3
2
0
1
1
9
}

「大震災はいつ起とるか

分からない」

消防団協力事業所

宇iE初の初貝もii!iI幼団員として

活動しています。

株主1:のtUJ.も消防|到Qとして

IMOJしています。

制n 人ひとりが、 IVi:k'IVj災の知i!龍・技Wiの1"1Icに

取り出lんでいます。
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平成24年日月3日 (4)
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消
防
団
新
辞
人
事

四
月

日
イ寸

<，、 ;，.
1九時、 P一一~.，(

副
団
長

平

山

敏

夫

(前
回
木
部
分
団
長
)

制
団
長
と
し
て
、

二
年
間
の
団
本
部
分
団

長
の
経
験
を
生
か
し
、
伝
統
あ
る
深
川
消
防

団
発
展
の
た
め
、
今
後
も

「賀
任
と
自
覚
」

を
胸
に
、
努
力
す
る
所
有
で
ご
ざ
い
ま
す
。

( 山 ii'Jz下室
会勝
自 ~t
長

今
ま
で
本
団
分
間
長
、
約
八
分
間
分
間
長

と
し
て
、
改
革
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
絞
験
を
生
か
し
、
名
分
間
の
パ
イ
プ

役
と
な
り
、
本
印
刷
団
長
と
し
て
の
脱
出
川
を

全
う
し
て
ま
い
り
ま
す
。団

木
部
分
団
長

田
口

民民品川

(前
第
二
分
団
長
)

こ
の
度
、
凶
月

一
日
付
で
本
間
分
間
長
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
分
団
長

二
川
凶
作
の
経
験
を
活
か

し
、
深
川
消
防
聞
の
為
に
務
め
る
所
存
で
す
。

さ
て
災
災
後
、
地
域
の
日
は
消
紡
団
に
向

第19号

け
ら
れ
て
お
り
、
我
々
も
則
符
に
そ
う
よ
う

頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
ご
さ
い
ま
す

HK
後
に
な
り
ま
す
が
皆
様
の
御
指
導
、
御
縦

継
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

団
木
部
八
す
団
長

飯

田

成

樹

(前
第
八
副
分
団
長
)

内4
月
1
日
よ
り
、
団
本
部
分
団
長
を
拘
命

致
し
並
立
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

「想
定
外
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
私
は
建
築

フ
レ
ー
ム
を
職
業
と
し
、
ま
た
消
防
団
員
と

し
て
昨
年
の
来
日
本
大
災
災
を
振
り
返
っ
て

比
る
と
、

一
瞬
に
し
て
尊
い
命
を
奪
っ
た
あ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
我
々
は
ど
こ
ま
で
恕
・注
山

来
た
か
、
し
か
し
、
津
波
を
相
穴
疋
し
て
逃
縦

訓
練
を
行

っ
て
い
た
生
徒
が
多
数
助
か
っ
た

事
例
か
ら
も
訓
練
を
十
分
相
ん
だ
、
防
災
リ

ー
ダ
ー
の
存
夜
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
が

消
防
団
只
の
使
命
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

近
々
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
東
京
湾

北
部
地
災
に
備
え
て
深
川
消
防
閉
会
只
で
区

民
の
安
心
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

第
一
分
団
長

官
品
田
英
三

(前
副
分
団
長

4
月
l
日
よ
り
、
第

一
分
団
長
を
伴
命
致

し
蕊
貨
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

H
頃
か
ら
自

然
災
与
を
H
K
小
限
に
く
い
止
め
る
べ
く
、
団

民
の
士
気
を
古
川
め
本
聞
を
始
め
、

地
元
町
会

や
災
害
協
力
隊
と
迎
携
を
深
め
正
業
の
か
た

わ
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
積
極
的
に
訓
練
や

活
動
を
展
開
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
二
分
団
長

波

進

美

窓

(前
副
分
団
長
)

我
が
町
は
、
凶
方
を
大
桃
川
・
仙
台
加
川
・

般
十
川
川
・
小
名
木
川
に
凶
ま
れ
地
下
鉄
の

駅
も
無
く
、
間

ω
4度
中
に
お
け
る
火
災
山
動

も
紙
、
く
大
変
穏
や
か
な
川
で
す

こ
れ
も
地
峡
八
ケ
川
辿
合
川
会
の
品
川同悼の

防
火
防
災
に
対
す
る
附
心
の
深
さ
、
ご
支
援

の
賜
物
と
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す

今
後
も
安
心
安
全
の
住
み
ー
以
い
街
づ
く
り

の
為
、
微
力
で
は
ご
ぎ
い
ま
す
が

-
M
努
力

致
す
所
荷
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
五
分
団
長

金

山

建

治

(前
副
分
団
長

こ
の
度
凶
月

一
日
付
で
前
野
沢
分
間
長
の

後
任
と
し
て
五
分
間
長
に
就
任
致
し
ま
し
た

金
山
で
す
。

伝
統
あ
る
第
五
分
間
の
名
に
恥
じ
ぬ
線
、」

れ
か
ら
頑
強
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
ね
が
い

し
ま
す
。
又、

地
元
・
地
域
の
為
、

一
生
懸

命
、
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
八
八
T
団
長

鳩
回
ハ
裕
幸

(前
副
少
団
長
)

消
防
者
の
指
導
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
の

分
間
出
動
を
進
め
て
い
き
、
分
間
の
レ
ベ

ル
の
向
上
を
目
品川
し
ま
す
。

北山
い
問
只
が
制
耐
え
ま
し
た
の
で
、
消
防

聞
に
必
要
な
技
術
と
よ
さ
伝
統
を
継
示
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
九
分
団
長

下

村

勝

一

(前
副
分
団
長
)

こ
の
た
び
、
は
か
ら
ず
も
大
役
を
お
お

せ
っ
か
り
、
そ
の
武
任
の
前
一大
き
を
改
め

て
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
微

力
で
は
御
山山
い
ま
す
が
、
皆
様
の
納
仰
の

い
く
笑
総
を
あ
げ
る
べ
く
、
業
務
に
逝
逃

し
て
い
く
所
有
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

よ
り

一
一mの
ご
指
噂

・
ご
酬
明
継
の
ほ
と
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

表
彰
念
の
紹
介
拍
士
致
時
的

-
消
防
防
長
・一H
表
彰

永
年
勤
続
功
労
常

〈三
月
二
日
〉

団

本

部

問

団

長

形

虚

也

一

-
叙
勲
瑞
U
A
双
光
ι日午

〈六
月

元
団
長

i刊日
ï~ ---
i平
ノ
逃


